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1 2丹

酔
十
一
月
十
閉
悶
刊
ロ
前
期
対
出
制
対
日
約
後

噛
件
の
議
案
を
出
悩
時
吋
議
会
w
h
H
川
議

喝
し
、
十
一
同
月
十
六
日
議
会
の
滋

鞠
決
奇
俄
刊
で
、
本
工
事
務
負
契
約

咽
の
拙
制
緩
悲
し
ま
し
た
。

哨
一
月
二
十
一
門
口
、
鈴
水
縁
日
常

欄
設
環
視
切
で
あ
る
我
総
本
a

即時総問印

刷
菅
波
十
番
地
に
お
い
て
、
関
係

開
翁
参
列
の
う
え
、
却
地
支
式
を
数

脚
行
し
、
工
準
日
仏
若
手
い
た
し
ま

』

F

し
た
。

担
浄
水
制
時
数
品
嶋
は
、
約
八

F
同問

噛
百
平
方
メ
ー
ト
ル
で
綴
犯
の
品
地

帯
緩
の
認
さ
よ
れ
ツ
約
五
十
セ
ン
チ

轍
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
奴

哨
い
災
く
な
る
予
定
で
す
。

略
本
然
。
阪
か
ら
耐
水
年
後
に
か
け

輯
て
、
浅
野
ぷ
一
機
・
獄
中
礼
会
設
が
施

刷
工
す
る
工
家
出
W

鰯
制
緩
は
、
点
記

酬
の
と
お
与
で
す
。

醐
緩
和
問
問
十
二
年
九
月
米
災
後

押
笈
の
予
定
で
す
。
な
お
ζ

の
ヱ

ま
ず
水
源
潜
水
場
施
設
か
ら

上水遂工事

西
十
二
年
比
一
部
給
水
施
設
を

。

+
4
w
m
w
k
水
滋
務
援
は
、
間
用
品
相
問
問
ナ
コ
ヰ
一
一
一
同
月
刊
仏
鯵
命
中
大
出
掛
の
認
可
を
う
け
て
円
結
綿
A

O

O

実
務
設
計
に
入
っ
て
お
き
ま
し
た
が
、
第
一
…
期
工
察
の
耐
火
続
殺
討
が
十
日
月
中
勾
に
で
き
の

A

〉
み
が
ち
、
十
月
二
十
六
日
材
、
中
小
滋
簿
業
社
十
同
開
設
に
よ
語
、
務
忠
明
桝
蹴
争
入
込
を
品
執
行
し
〈
V

A

v

b

に
綴
岡
市
、
東
京
務
口
H

本
総
出
燃
附
問
問

ω問
問
、
浅
野
工
事
訴
式
会
訟
が
一
附
齢
二
千
二
百
万
円
。

〈
〉
明
、
終
判
刺
し
、
木
前
刊
の
上
水
道
第
一
級
友
樹
慣
を
船
路
工
ず
る
と
と
に
な
ち
ま
し
た
。
。

工
事
が
長
く
訟
ち
ま
す
の
で
と

山
崎
哨
聞
を
お
か
け
す
る
と
と
と
刷
協

い
ま
す
が
、
付
近
住
同
出
の
地
問
機

の
C
協
力
を
お
緩
い
い
に
じ
ま

す。

事
は
主
に
ち
絡
が
刷
櫛
問
削
附
怖
の
ヱ

前
引
で
す
が
、
間
民
げ
い
同
悶
十
一
一
線
前
科

取
に
は
、
下
ケ
一
戸
地
区
、
国
側
既
知

戸
線
以

ω
一
緒
、
策
我
孫
子
拍
崎

町
防
相
叩
に
給
水
す
べ
く
約
出
水
管
布

設
を
行
う
チ
市
北
明
、
み
ち
ま
す
。

永
久
選
挙
人
名
誇
登
録
者

次
の
登
録
お
は
明
年
三
月
一
日

六
月
一
聞
に
選
挙
法
が
竣
蕊
耐
火
間
附
湘
州
官
狙
ぷ
釜
主
制
調
製
さ
れ

き
れ
、
別
闘
機
人
々
制
緩
パ
か
永
久
化
た
永
久
滋
幾
人
名
簿
は
、
毎
年

き

れ

ま

し

に

。

一

戸

一

見

一

筏

と

九

月

…
U
M
…
内
灘
在

ιれ
に
伴
い
。
六
月
以
十
悶
同
時
を
も
っ
て
濃
加
絃
脳
陣
汝
ぴ
鯵

綴
在
で
4
1
岡
田
一
斉
げ
い
鴻
聴
診
資
総
波
、
然
治
等
が
行
伝
わ
れ
て
い

湖
側
資
金
行
な
い
九
月
三
十
日
告
き
ま
す
。

も
っ
て
制
約
の
永
久
選
挙
人
名
簿
本
俸
は
法
律
が
改
正
さ
れ
た

畿
品
部
品
鳴
を
tw
階
段
し
ま
し
た
。
ば
か
り
で
す

ωで
、
本
年
に
際

こ
の
憾
の
毅
綴
翁
勅
棋
は
ち
十
月
十
日
綱
相
ぷ
明
、
縦
断
〕
図
日

間
百
一

O
ス
八
間
関
人
の
追
加
登
録
料
紙
ぴ
銀
総
、
鯵
正

友

一

O
九
O
八
人
を
行
わ
拾
い
、
ト
一
月
一
日
げ
い
蹄
幡

町
計
刊
一
一
一
九
二
人
た
さ
れ
ま
し
た
e

十
一
日
月
一
日
現
在
に
よ
る
各

杭
託
銀
一
険
制
加
利
村
山
継
者
数
は
次
表
ぬ

と
お

b
明、す。

と
ん
ど
の
議
絞
殺
録
日
は
例

年
一
二
月
刊
総
務
校
明
、
行
な
わ
れ

ま
す
が
、

ζ

の
勝
一
波
蝋
糊
さ
れ
る

品
告
は
選
挙
人
名
簿
議
緩
め
僚
出
闘

を
し
た
省
の
内
、
一
一
一
日
均
一
疑
問
掛

契約ヱ家宅建費IJム
仕
で
本
前
刊
に
一
一
一
ヶ
月
以
上
の
後

衡
を
む
し
て
い
る
成
人
殺
に
附
関

与
ま
ず
。
従
来
と
ζ

と
れ
仙
寺
、

選
務
総
岳
山
内
す
る
に
歪
っ
と
者

で
る
減
数
人
々
引
終
緩
絞
め
山
中
山

を
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
選

挙
人
名
簿
に
緩
総
き
れ
な
い
と

阿
営
住
宅

我
孫
子
紛
糾
的
仲
間
駒
市
総
鐙
花
関

す
る
条
例
第
一
ニ
H

京市
W

樹
脂
市
況
に
よ

れ
ソ
町
録
住
宅
入
回
出
事
鳴
を
拶
然
い

た
し
ま
し
す
。

入
総
植
民
絡

一
、
開
賄
側
関
と
し
て
町
内
に
住
括
的

ま
た
は
、
数
務
機
一
照
合
ぜ
有

す
る
も
の
。

一
一
、
出
申
し
込
み
し
た
お
に
お
い

て
そ
の
収
入
が
夜
間
泌
氏
銭

湯
ず
る
も
の
。

イ
、
総
一
綴
比
仙
沼
に
つ
い
て
は

仲
抗
議
吋
続
前
開
…
人
の
場
合
は

…
万

間
内
ま
で
。

淡
養
鶏
族
一
一
人
mw
総
合
同
同

校
入
恭
準
額
六
十
回
問
万
山
口

ま明、。

伏
後
制
杭
族
一
一
…
人
前
り
場
合
は

収
入
議
機
綴
ム
八
十
六
万
円

ま
で
@

口
、
第
二
割
掛
鐙
お
げ
い
つ
い
て
は

州
択
槙
世
相
租
由
民
一
人
の
臨
時
合
的
帆

入
選
準
緩
三
十
七
万
川
内
ま

で。州
択
榔
税
制
制
位
制
一
一
人
の
岨
明
会
は

収
入
抹
持
議
側
関
間
関
ト
万
間
口
ま

で。仲
拭
養
鶏
族
一
ニ
人
の
潟
合
同
同

と
に
な
れ
ツ
ま
す
。

溺
二
十
才
に
な
っ
た
方
的
γ

、

絞
ら
た
に
本
野
ぷ
住
む
よ
う
に

な
っ
に
か
仁
川
弘
、
必
ら
ず
選
挙

人
名
級
制
胤
脳
陣
mw
出
叩
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

入
問
者
募
集

収
入
廿
税
制
抑
制
制
限
十
一
一
一
万
mn

ま
で
。

ハ
、
給
与
mw
前
世
持
方
仲
以

年
泌
総
収
入
が
四
十
二
万

七
千
五
五
阿
川
口
米
時
闘
の
も
の

は
、
関
十
一
一
万
七
子
五
百

m
m
X
0
・
八

2
…一…十問問万

山一千
mmU伊
校
入
総
伸
明
制
酬
と

し
て
品
副
葬
す
る
。

四
十
二
万
七
千
波
百
円
よ

ち
五
十
二
万
七
千
五
夜
間

ま
?
の
も
の
は
、
総
収
入

門俸制附〉

X
0
・
八
二
五

が
収
入
廿
厳
然
綴
と
し
て
計

算
す
る
か

五
十
二
万
む
千
五
}
府
内
よ

り
七
十
五
万
二
千
五
百
円

ま
で
の
も
の
は
総
収
入
×

o'
九
ur
収
入
基
準
額
と

し
て
計
総
事
れ
る
。

一
ニ
、
漢
に
刻
印
刷
し
ま
た
は
、
日
間

回
出
し
よ
う
と
す
る
綴
後

〈
婚
姻
嵐
山
附
を
し
な
い
が

場
焚
上
滋
欄
間
関
関
係
と
問
機

の
一
機
械
闘
に
為
る
も
の
、
そ

の
掛
同
州
蛾
州
開
毅
幸
含
む
〉
が

あ
る
ζ

と。

問
問
、
壌
に
伎
議
協
約
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
。

出
申
込
克
也
鴻

ー
、
前
向
料
開
仲
間
匂
入
際
限
緩
姿
。

2
、
緩
和
四
十
一
年
波
給
与
支

払
い
証
明
書
。

呂
、
筒
鼠
親
銀
設
問
割
引
常
。

入
総
の
選
考

1
、
入
総
取
込
み
者
が
住
宅
の

一
戸
数
者
ζ

え
る
場
合
は
、

選
考
察
及
会
が
終
協
を
綴

査
し
住
宅
の
附
問
蜘
捌
ず
る
後

会
が
高
い
も
の
か
ら
入
機

構
噛
を
決
定
す
る
。

語
、
入
陥
崎
将
脅
選
者
す
る
場
合

な
を
州
開
桝
悼
の
問
問
自
掛
開
明
伎
の

定
め
緩
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
公
路
線
せ
ん
に
よ
り

入
間
活
者
を
決
巾
隠
し
ま
す
。

哨
車
交

ー
、
火
作
住
お
に
つ
い
て
は
、

2
、

名

柏

崎

阪

の

役

宅

に
つ
い
て
の
家
災
は
縫
々

に
遠
い
ま
す
が
、
制
榔
骨
院
そ

の愉間出油商耳
H
H
は
一
名
b
h叫

く
、
今
後
に
お
い
て
椴
浅

の
後
描
ん
が
丸
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

人
間
府
泌
総

ω尚武校時
H

、
間
関
税

問
時
十
一
年
十
一
月
ス
十
六
門
口
か

ら
十
二
月
五
日
M

ま
で
。

入
問
問
予
箆
日
は
同
期
利
初
出
問
十
コ
時

十
一
一
年
十
山
島
村
口
出
山
予
定
で
す

0

・
ほ
お
入
総
雨
明
吋
協
に
つ
い
て
詳
し

い
ζ
と
は
、
捕
知
明
蹴
線
住
山
唱
係
へ

ho
同
開
会
せ
下
さ
い
。

公
練
会
の
間
後

問
州
市
凧
肉
料
品
刺
市
中
陣
悼
式
会
稔
よ
ハ
ソ

時
間
鍛
許
可
取
締
綱
引
憶
が
抽
提
出
さ
れ

乙
の
府
議
N
M
、
掛
僻
鰍
鯛
甘
措
堆
中
法
第

凶
十
九
条
第
一
様
に
総
当
す
る

の
で
、
日
開
法
第
双
十
ア
糸
紺
竺

市
剰
に
義
づ
き
、
次
の
と
お
ち
公

蜘
閥
会
令
制
開
催
い
に
し
ま
す
@

と
の
附
閉
鎖
約
可
託
制
利
害
関
係

を
有
す
る
校
時
抽
出
一
お
お
い
で
の

う
え
意
見
奇
述
べ
て
下
さ
い
。

一
、
敷
地
泌
議
、
時
抗
終
予
防
官
悶

野
山
中
T
大
久
見
仲
間
一
八
八
J
一

ス
、
時
措
時
常
的
閣
の
岡
市
途
、
前
盤
出
梯
γ
ム

糊
明
料
品
線
路
〈
鉄
骨
及
ぶ
迭
)

一
一
一
、
淳
一
務
総
刷
刷
、
新
築

制
閉
山
刊
朋
悶
十
一
線
十
二
日
時
八
円
口

午
後
二
時
よ
り
地
同
級
ス
際
会
議

案
に
お
い
て
期
間
耐
棋
会

関
民
健

康
保
険

昭
和
A
M
年
1
n
n
1悶
H

か
ら

山
拘
鈴
子
筒
の
師
同
災
後
胤
蹴
剛
体
協
桝
も

削
悶
州
側
岡
山
十
二
年
一
月
一
日
よ
れ
，

没
後
然
mw
七
割
給
付
(
蕊
寂
は

被
掛
縦
士
成
七
側
側
、
俊
樹
暗
闘
同
五
銭
)
を

実
絡
す
る
ζ

と
に
々
h
ツ
ま
し
た

そ
ζ

で
胤
脱
出
品
で
は
大
分
幾
康
等

の
総
院
で
治
療
を
受
げ
ら
れ
る

万
が
多
い
よ
う
で
す
の
で
機
関

線
燦
係
臨
棋
の
談
議
費
に
つ
い
て

述
べ
て
閥
均
た
い
と
思
い
ま
す
。

由
席
議
後
に
つ
い
て
は
師
岡
田
高
縫
療

保
時
間
淡
に
お
い
て
被
保
協
綿
密
が

繁
急
そ
の
他
や
か
を
機
な
い
制
組

出
〈
他
府
県
へ
旅
行
中
に
ぬ
織

し
て
診
僚
を
受
け
た
議
会
答
が

あ
る
〉
に
よ
り
制
問
問
民
健
康
保
険

の
烈
約
外
の
総
隊
等
で
診
療
を

受
け
た
間
付
与
H
H
凡
は
綴
民
総
出
出
向
開

仲
間
を
総
後
っ
て
い
る
州
倒
的
附
に
お

い
て
脱
出
向
仙
や
む
を
得
な
い
綴
織

に
よ
り
被
尿
検
者
殺
を
祭
出
向
し

病

院

名

聞幽
d

弘
山
脳
内
線
後
掛
川

割
問
立
山
開
柏
崎
泌
総
淡
続
出
掛

東
京
浮
体
内
線
念
総
後

出
出
の
問
中
燃
料
部

九
段
坂
総
務

七
割
給
付
者

な
ア
底
的
札
附
刷
会
附
回
駒
山
肌
成
時
純
白
財
部

大
森
赤
十
字
閥
均
綴

際
療
法
人
翠
会
総
描
哨
闘
開
始
叩
抑
制
際

関
内
見
ガ
ン
セ
ン
タ
i

閥
蹴
仲
船
津
綿
滋
一
大
学
問
栴
院

私
立
学
校
教
務
然
災
淡
絡
会
下

山銭時間段

前鼎官制敵討祭出照的概

務
蜘
闘
病
問
問

獄
中
京
女
子
災
科
大
学
病
院

第
一
総
淡

A

帯
夜
同
開
の
電
報
復
途
鎚
腕
富
野
艦
購

続
し
く
で
き
る
孜
孫
子
附
階
級

総
添
田
紺
の
夜
隠
混
却
特
副
部
漆
蹴
鈍
〈

午
札
間
十
時
か
ら
午
鈴
八
酔
吋
ま
マ

銭
前
句
勺
待
機
〉
を
次
の
と
お
り

募
築
い
れ
い
し
ま
す
。

一
、
同
月
初
脱
出
一
万
間
以
k

一
一
、
募
集
人
録
名

施

490 

な
い
で
診
療
吾
川
賞
け
た
縫
合
後

都
世
資
支
給
由
申
顎
議
議
後
幾
附
明

却
制
緩
及
領
収
書
添
付
)
を
後
緩

や
却
が
町
へ
取
殺
す
る
よ
う
に
な

っ
て
お
ち
ま
す
。

町
は
・
限
緩
織
が
相
磯
山
則
さ
れ
る
と

県
の
療
愛
媛
の
聯
官
官
就
Am判
へ
欄
提
出

し
ζ

の
審
査
会
の
油
開
絞
に
よ
っ

て
出
串
護
者
に
給
付
剣
食
を
災
総

ず
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
燃
の
務
笈
に
お
い
て
前

に
の
ぺ
ま
し
た
よ
う
に
療
養
費

の
透
刷
用
外
と
み
な
さ
れ
た
場
合

支
給
さ
れ
な
い
機
会
が
あ
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
液
京
織
の

総
統
で
診
療
を
受
け
ら
れ
る
綴

会
に
は
ヂ
淡
爆
の
園
田
部
契
約
の

お
淡
で
緑
樹
械
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
舗
や
淵
操
同
措
mw
国
民

総
療
保
険
と
材
料
約
し
て
い
る
病

院
は
大
き
い
と
ζ

ろ
で
は
次
の

よ
う
な
と
こ
や
で
す
。

俊

一

崎

市
中
野
総
肘
仏
政
出
向
一
一
一
の
十
四
の
ニ

ル
品
多
務
柑
部
隊
総
附
叫

出
柄
拘
留
銭
鯵
久

n
wス
十

批
地
区
赤
坂
前
開
附
町
二

千
代
涜
区
九
段
一
一
mw
一

帝
人
京
区
本
同
時
三

T
H同一括骨

4
4

一静

市
総
訳
本
側
関
誠
組
一

5
7昌
二
十
気

批
崎
区
磯
部
制
緩
一
応
了
悶
同
十
九
番
十

-ノ
'ir~

大
恩
師
陣
中
市
対
附
間
…
i
悶
闘
っ
…
十
議
十

一
号

絞
縁
台
猛
威
出
哨
町
一
七
九
一

・
中
央
区
築
地
五
の
一

務
総
長
崎
同
濃
町
一
二
十
五

世
制
約
附
陥
蜘
均
一
…
円
附
阿
波
了

g
一一一

加拠出川区一一一

γ目
七
十
八

続
伸
摺
附
体
中
市
ヶ
谷
}
阿
国
符
4
1

湾
総
W
悼
会
附
則
間
関
了
呂
二
八
三
五

一
ニ
、
そ
の
銭
授
榊
燃
料
開
に
で
停

泊
し
、
田
掛
雄
培
し
ま
ず
か
ら
附
町

内
の
議
援
に
あ
か
る
い
入
。

側
、
浴
料
耐
の
な
い
人
の
務
会

は
、
岡
鮒
で
電
話
を
架
設
し

ま
す
。

卦
肘
帥
制
は
、
役
蹴
倒
品
本
開
肉
祭
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。



( 2 )一一一一

町
貌
の
滞
綿
な
な
く
し
ま
し
ょ
う

ロ
月
は
滞
納
整
理
強
調
月
罷

緩和41年12J'!1羽発行一一一一

う
か
が
い
ま
ず
か
ら
C
協
力
く

だ
さ
い
。

加
問
の
調
理
市
間
も
な
く
し
て
、
抽
納

付
ま
た
は
縁
談
に
も
応
じ
な
い

方
法
不
本
意
な
が
ち
差
U
持
え

公
売
す
る
ζ
と
に
な
与
ま
す
。

師
明
る
い
即
時
ず
く
号
、
叉
明
る

い
後
胤
棋
を
す
る
と
診
託
、
「
門
口

も
彩
く
泌
総
金
を
な
く
し
ま
し

よ
ろ
'o

符
で
は
い
ろ
い
ろ
の
事
禁
を
て
し
ま
っ
た
。

占
有

ζ

な
っ
て
い
ま
す
が
、

ζ

の
@
収
入
が
少
な
い
た
め
、
生
弘
前

た
め
に
は
多
く
の
経
費
を
必
要
資
に
お
わ
れ
て
納
税
す
る
余
裕

と
し
ま
す
。

ζ

の
経
費
は
、
み
が
な
い
。

な
さ
ん
か
ら
楠
腕
診
て
い
に
だ
い

ζ

れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に

と
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
そ
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
み
に
は
次
の
よ
う
に
す
る
ζ

と
が

な
き
ん
の
柿
刺
激
が
お
く
れ
る
と
後
も
よ
い
方
法
で
あ
ろ
う
と
忍

い
う
ζ
と
は
、
不
本
怒
な
ζ
と
い
ま
す
。

明
、
叫
同
会
的
ち
ま
す
が
、
滋
幾
も
が
①
に
つ
い
て
は
、
防
阿
国
制
棋
の

く
れ
て
し
ま
う
と
い
う
総
合
が
総
紛
は
紛
糾
例
総
務
品
自
の
限
後
綴

…
あ
ち
ま
す
@
税
務
瑚
剰
の
決
短
所
刷
抑
制
制
柑
申
告
後

一
憾
で
絞
滅
し
た
議
淡
を
お
ζ

帥
ゆ
と
し
て
総
綴
し
て
お
ち
ま
す

…
な
う
げ
に
仙

z仲は柚、や沖は胤れ与ツみな
3
ん
が
、
胤
然
州
譲
柑
綴
蹴
川
ωWおる川万刀叫は同、，綴総澗滋持十士…ニ…悶潟月詰ぺはは汽、制例判加傘祭叩労川炎父捕滋臓讃…綴敏符

n欽

紋

そ

ιで川交窓父忽吋滋泌削烈史引匁品奴苧叫
pE命奇念守匁叫ω附北沈叫

z

すす

一
の
円
C」掛協帥カげが伊なくで川は抽勺
γ、

甲
せ
ん
@
酎
硲
叫
mのW
鴇
筏
問
柿
総
制
金
は
仙
鈎
拙
市
脚
際
町
い
bに
い
し
ま
す
。
で
す
が
、
と
く
に
十
以
降
け
は
、
し
よ
う
。

こ
穏
に
時
的
前
世
し
て
少
く
な
い
と
は
め
に
つ
い
℃
は
、
税
制
抑
制
対
へ
一
い
年
の
う
ち
で
も
?
と
も
多
く
て
判
期
総
殺
は
か
一
行
務
係
淡
令

E

い

え

ま

せ

ん

。

紛

失

し

た

P
L

と
を
点
申
し
出
て
く
の
鈴
掛
鮮
や
閣
内
綴
設
が
制
抑
制
糊
さ
れ
心
が
け
る
こ
と
。
綴
僚
か
滋
の

む

税

金

を

措

間

約

し

て

い

る

原

閣

だ

き

い

。

る

時

月

と

な

っ

て

い

ま

ず

。

ιの
窓
側
部
分
に
沙
一
行
指
が
い
る
州
内

る
は
い
ろ
い
ろ
ゐ
る
と
怒
わ
れ
ま
@
に
つ
い
て
は
樹
同
校
猶
予
分
尽
に
交
滋
豪
放
が
ふ
え
る
の
は
合
、
必
ず
二
同
僚
依
告
し
て
阜
伊

2

す
が
、
そ
の
お
も
な
理
由
は
次
割
納
付
等
の
方
法
が
あ
ち
ま
す
才
交
で
人
も
首
相
も
刑
制
き
が
・
活
発
行
者
の
漁
一
げ
を
妨
げ
な
い
よ
う

較

の

よ

う

な

も

の

で

す

。

の

で

税

，

M
諜
へ
申
し
出
て
く
だ
と
な
ち
、
そ
の
ζ

と
が
き
ら
に
に
し
な
り
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

j

③

多

滋

の

税

金

が

誤

判

明

さ

れ

、

き

い

。

回

諜

転

車

、

歩

行

者

の

気

持

K
ゆ
で
忙
し
い
才
来
は
、
と
か
く

広
そ
の
輔
摘
が
な
っ
と
く
で
き
な
税
符
課
で
は
十
二
月
一

g
か
と
ち
を
な
く
さ
せ
る
一
方
、
霧
ス
ピ
ー
ド
を
山
叫
し
返
ぎ
る
綴
出
向

…
ぃ
。
《
即
時
間
関
瀦
の
岡
崎
A
G

ら
十
二
月
二
十
人
呂
ま
で
を
凝
や
雪
な
ど
で
車
を
遂
転
す
る
た
が
あ
ち
ま
す
が
、
ェ
ピ
l
v
?
の

…
③
盛
期
警
官
設
絡
を
な
く
し
て
し
約
整
理
強
翻
持
続
と
し
て
、
後
診
の
条
件
が
一
段
と
怒
く
な
る
出
し
空
白
日
色
、
と
か
く
大
き
な

…
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
収
機
長
が
滞
納
刺
殺
市
部
へ
締
結
緩
げ
い
か
ら
マ
す
。
事
故
の
原
因
と
な
ち
ま
す
。
そ

削

ii?OB'BEPBE'E
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欄

1
叶
剣
滋
塚
役
一
一
、

ι
の柑
T
か
液
晶
状
州
で
は
な
い
か
/
役
人
h
w
-
か
し
ろ
」
と
い
わ
れ
て
も
、
曲
カ
し
合
い
、
注
意
す
る
の
だ
。
一

一
…
ち
附
加
で
わ
か
る
よ
う
に
、
官
民
潟
水
総
燃
と
い
う
一
一
一
父
町
ず
の
た
診
が
り
角
で
は
、
出
向
い
思
議
の
ベ
ル
'
文
化
が
発
遥
す
れ
ば
、
そ
れ
に
…

一
一
務
殺
と
は
、
肉
料
附
則
樹
ゅ
な
ど
に
よ
花
嫁
い
人
命
げ
か
地
内
な
か
れ
て
い
を
な
ら
す
。
歩
行
事
官
は
お
記
、
っ
ち
な
り
一
端
於
も
多
く
な
る
。
…

一
一
っ
て
お
ζ
る
磯
放
?
の
る
。
く
の
そ

ζ
れ
れ
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
と
文
化
骨
内
げ
る
の
は
私
た
ち
で
み
一

一

一

議

案

者

二

つ

に

舎

で

号

室

主

皇

モ

ミ

り

す

り

そ

く

骨

絞

る

ιと
え

2
2
S
2
2一

一
一
見
る
と
尚
勤
務
削
聞
の
一
小
隊
滋
で
た
ζ

と
が
紋
い
。
だ
か
ち
慌
哀
が
あ
る
。
今
潮
崎
え
る
と
、
成
翁
ち
で
あ
る
α

判
料
た
る
の
チ
で
心
恭
一

一
一
起
き
る
頭
数
、
も
ゆ
と
万
件
同
、
の
お
そ
ろ
し

5
Z
Pり
な
い
。
せ
ず
に
は
い
ら
れ
は
い
。
絞
も
が
九
渦
潮
市
対
決
る
も
制
問
え
ら
れ
、
一

ト
一
-
歩
行
者
側
の
不
波
怒
勺
緩
急
で
も
、
料
相
側
側
、
緩
苅
齢
、
ず
い
ν

自
動
機
も
、
歩
行
お
も
、
間
交
泌
総
a

帥拭「
Q
い
に
す
る
と
と
一

腕
一
る
事
故
、
お
に
が
い
に
義
し
つ
i

t
誌
を
掛
か
ん
，
j

i

-

-

2

3

S

9

4

長

崎

お

以

れ

江

刺

…

働
一
あ
え
ば
と
り
の
ぞ
く
ζ

と

が

潟

…

一

等

交

通

安

全

の

た

め

に

や

ま

三

委

主

?

と

…

曹
司
一
帝
京
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
み
ん

-
4
3
1
e
;
i
;
;
i
i
i
i
l
l
i
t
-
-
h
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
…

種
目
な
は
事
故
に
な
や
む
と
と
.
か
な
ピ
、
ラ
ロ
オ
な
ど
で
乳
読
ん
だ
り
じ
私
と
君
と
あ
な
た
な
の
ど

ι

恒
一
い
の
だ
。
日
本
全
体
、
い
や
能
潔
い
た
れ
ッ
、
夏
げ
い
た
と
が
出
そ
う
、
事
故
を
お

ιす
の
は
隠
蕊
た
ち
は
、
滋

e

だ
し
て
一
事
紋
…

1

一
界
中
け
か
翠
閣
安
全
事
寝
ぇ
、
冨
相
楽
4
0
的見い開問
τ

か
さ
れ
て
い
る
。
じ
「
人
」
で
あ
る
の
だ
。
を
な
く
し
安
心
し
て
佼
め
る
綴
…

-

K

し
よ
う
で
は
々
い

m

一

一

っ

て

い

る

。

し

か

し

、

い

ま

ど

そ

ん

な

家

持

慌

の

む

と

た

ち

し

き

ょ

っ

ぱ

ら

い

運

転

、

い

ね

む

瑚

一

も

し

て

、

け

い

示

較

に

は

交

議

事

一

一
一
か
つ
て
「
交
議
事
故
O
」

め

日

に

、

「

ひ

ど

い

い

と

し

か

さ

菜

、

り

遥

転

は

、

伺

々

と

い

っ

て

欄

一
一
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
今
数
日
か
が
か
け
ら
れ
な
い
。
磁
気
の
一
は
じ
ま
ら
日
。
し
か
し
私
た
故
「
9
L
げ
か
清
か
れ
る
よ
う
二

一
一
日
れ
を
綴
い
た
時
、
た
っ
た
一
人
で
あ
ち
な
い
か
ち
、
壊
、
ζ

と
ち
は
、
み
ん

人

〉

年

末

の

交

通

事

故

防

止

。

ζ

で
、
い
つ
で
も
一
射
殺
を
さ
げ

ろ
乙
と
の
で
き
る
安
全
速
い
粧
を

す
ろ
ζ

と
令
ぜ
い
お
れ
い
な
い
ζ
と泊

二
才
中
本
法
判
関
寺
欽
h
U
路
開
会
が

多
く
な
ち
ま
す
が
、
幹
航
hu
山内と

均
一
約
安
よ
く
持
拡
浴
し
て
、
飲
ん

だ
み
と
は
協
約
一
対
w
作
曲
中
令
泌
が
粕
し

な
い
ζ

と。

と
こ
ろ
で
、
修
行
労
相
内
に
附
刷

機
が
み
つ
で
お
っ
た
一
暗
殺
の
六

十
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
は
、
取
の

判料治時閉齢制、

の
帥
摘
出
関
心
ど
、
不
法
窓
な
横
断

に
よ
っ
て
お
め
ら
れ
て
い
主
す

歩
行
者
の
事
故
を
街
ぐ
に
は
、

ま
ず
潟
よ
ち
も
歩
行
者
自
身
が

乏
し
い
時
間
阪
を
す
る
こ
と
が
た

い
せ
つ
で
す
か
ら
、
た
と
え
急

?
と
き
で
も
依
断
歩
道
に
よ
る

終
協
聞
を
時
間
行
す
る
ζ

と
が
ふ
〈
印
刷

明
、
す
窃
近
く
に
地
問
断
歩
滋
が
な

い
務
会
は
、
市
都
九
ω流
れ
の
切
れ

る
の
者
協
同
っ
て
、
↑
ι'お
の
佼
余

者
じ
ゅ
う
ぶ
人
総
か
め
た
う
え

で
、
伊
予
明
、
謝
ゅ
の
澗
端
部
軌
品
鳴
に
A
M
M
閥

脅
し
な
が
ら
ま
っ
す
f
然
い
で

掛
執
る
よ
う
に
す
る
よ
う
げ
い
し
ま

し
ょ
う
。

交
遜
安

λ

笠
一
標
諸
問

千
葉
県
交
遜
安
全
対
策
協
議

会
で
、
か
ね
て
か
ら
交
通
安
全

の
標
語
を
募
集
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
応
募
総
数
三
、
コ
一
五
六

輔
闘
の
多
き
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

ー

入

選

年
λ 
玉豆

か

ま免
?ぞ
君nる
ノ¥ノ

を

久4争率i遷移芸書喜重工務総る

後
間
附
録
ふ
脱
は
絡
を
と
つ
に
ら

緩
明
、
も
嚇
問
え
る
と
い
う
も
の
明
、

は
あ
れ
ソ
ま
せ
ん
。
六
十
滅
寸
イ
か

く
ζ
と
が
必
裂
で
す
。

た
H
h
議
夜
一
ニ
十
六
オ
か
ら
五

十
四
才
ま
で
の
人
(
問
問
和
五
年

四
月
一
日
か
ら
開
明
治
問
十
四
年

西
口
付
二
日
伝
れ
に
ま
で
の
入
)

は
ζ

の
二
十
五
年
の
年
金
受
給

資
格
溺
閉
が
二
十
四
年
か
ら
十

年
ま
で
ち
ぢ
め
ら
れ
て
い
ま

す。
な
お
調
布
班
十
一
才
か
ら
五

十
四
才
の
人
〈
明
治
問
十
間
関
年

間
悶
悶
月
ニ
日
か
ら
大
成
近
年
間
悶
悶
け

…M
M
ま
で
に
伎
れ
れ
い
人
〉
は
問
問

加
ゃ
か
ら
七
俸
の
約
付
務
総
問
問
明
、

も
特
例
の
点
引
か
り
年
余
が
従
え
ま

す。

ζ
れ
は
、

ζ

の
人
た
ら
が

撚
肉
体
余
の
は
じ
ま
?
に
捌
刑
判
制

三
十
六
縁
側
日
比
一
日
で
す
で
に

双
十
一
才
脅
ζ

え
て
い
た
た
あ

六
小
笠
ま
明
、
鈴
臨
機
創
刊
を
か
け
て

も
、
一
一
十
日
品
料
T
m
w
ぷ
品
単
純
深
総
資

務
総
問
問
奇
跡
関
た
す
ζ

と
が
で
き

な
い
た
め
に
総
令
に
よ
っ
て
一
一

十
間
関
年
か
ら
十
年
ま
官
、
そ
れ
ぞ

れ
一
山
部
づ
っ
総
入
開
閉
側
関
口
か
緩
か

〈
き
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
ζ

の
人
た
ち
は
奴
民
総
ゑ
の
援
陥
開

設
者
と
し
て
再
嵐
山
山
を
す
る
ま
で

に
愛
一
一
品
}
立
与
の
融
鶴
子
綴
織
が
み

と
治
ち
れ
て
い
ま
し
た
が
傍
役

割
特
の
約
付
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら

も
う
ま
る
五
年
が
滋
ぎ
ま
し
に

の
で
今
年
が
考
令
年
金
を
う
け

る
た
め
に
知
加
入
す
る
ま
れ
ツ
V
3
1
Q
J

の
々
に
み
に
ち
ま
す
。

つ
ま
hdm拠
作
紘
一
ニ
・
ナ
ム
ハ
ヤ
づ
か
ち
五

十
間
関
才
ま
で
の
人
で
ま
に
問
問
M

間

学
金
次
総
入
し
て
い
な
い
人
や

銭
入
し
て
い
て
も
部
内
時
間
続
安
総

大

巾

れ

る

明

年

一

月

か

ら

爽

施

予

備

品

滋
民
年
余
の
年
一
念
緩
や
然
体
操
③
簿
察
知
年
金
nn綿成田抑制再開阿付制一

料
は
間
山
民
の
生
活
水
準
向
上
や
万
間
関
乎
%
を
六
万
制
作
に

物
倒
酬
の
よ
鮮
な
ど
経
済
広
大
き
。
母
子
年
金
持
品
取
叫
抑
制
押
隠
滅
コ

な
変
動
が
あ
っ
た
各
会
に
私
た
万
間
関
手
間
口
を
六
万
m
n
M
L

ち
の
生
活
の
実
情
に
あ
う
よ
う
向
日
逸
見
年
念
日
提
出
山
保
障
制
一

に
叉
年
を
め
ど
に
手
な
お
し
き
万
三
千
閉
口
を
三
万
円
に

れ
る
ζ

と
に
な
う
て
い
ま
す
。
一
一
、
同
体
険
料

そ
し
て
今
何
時
が
ち
ょ
う
ど
第
}
怨
二
十
才
か
ら
三
十
限
才
百
円

伺
酬
の
ポ
?
な
お
し
の
織
に
あ
た
ち
を
二
百
mm
に

僚
会
で
法
改
泌
が
行
わ
れ
淡
十
位
。
一
ニ
十
五
才
以
k
一
均
五
十
仰
を

そ
の
お
も
な
後
添
市
内
務
は
次
の
ね
否
認
十
月
に

と
が
ち
で
あ
ち
ま
す
。
京
大
一
滋
後
年
金
に
つ
い
て
は
各

て
絡
会
綴
線
ゑ
と
も
一
一
川
申
告
側
務
内
山
引
き
ト
向

。
務
A
W
係
会
h
副
都
漁
村
料
絞
殺
淡
げ
お
れ
ま
し
に
?
と
の
納
品
附
の

制
問
削
附
…
一
十
蕊
絡
め
眠
時
会
…
一
方
開
問
符
燃
は
い
ず
れ
も
哨
市
川
小

ω
一
月

平

絡

を

ふ

ハ

方

的

げ

い

か

与

と

品
J
W
荷
台
れ
て
ハ
川
ま
す
。

軍
手
を
み
げ
て
絞
る
よ
い
ヴ
ず
に

笑
師
闘
で
止
れ

軍
飛
び
出
す
な
噛
視
線
は
お
問
見
で

左
目
見
て

干
ま
ず
注
意
人
法
葱
に
準
は
人

y} 

育
児
根
組
側

十
二
月
の
定
例
育
児
柏
H
M
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

布
佐
支
所
第
二
A
R
酬明日

十
二
月
九
日

中
保
上
青
年
館
第
三
金
曜
日

絡
し
て
い
る
入
は
加
入
し
て
小
気
軽
に
入
会
で
き
忍

て
も
保
険
料
を
約
め
な
け
れ
ま

永
久
に
ま
害
貰
え
な
く
な
円
卓
球
ク
ラ
ブ
結
成

て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
一

ζ

の
た
び
、
我
孫
子
卓
球
夕

刊
日
ち
問
中
く
市
町
村
役
場
で
手
続
ラ
プ
(
会
長
、
檎
山
間
間
前
即
応
)

き
を
し
て
安
心
し
た
生
活
が
送
が
結
成
さ
れ
、
準
時
ゅ
の
普
及
と

れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
き
い
。
技
術
の
肉
h
を
民
約
と
し
て
活

な
お
い
ま
だ
に
鈴
山
同
年
金
氏
乱
期
す
る
と
と
に
必
ち
ま
し
た
。

知
加
入
し
な
く
て
も
匂
十
才
に
な
当
日
ク
ラ
ブ
は
、
年
令
の
綴
綴

れ
ば
答
品
制
緩
役
得
点
識
は
淡
え
る
も
必
く
、
然
融
制
に
皆
様
品
々
の
入

と
総
っ
て
い
る
人
が
い
る
よ
う
会
脅
お
待
ち
し
て
お
ち
ま
す
の

で
す
が
、

ι
m
w
級品
w
綴
M
帆
絡
ム
胤
で
、
入
会
徐
州
銭
授
は
山
本
織
の
と

は
際
問
問
惨
殺
が
は
じ
ま
っ
た
と
お
り
取
し
込
ん
で
く
ど
き
い
e

語
、
す
で
に
派
十
才
者
ζ

え

て

い

総

た
人
〈
附
明
治
問
ト
関
係
附
悶
丸
一

V
対
墾
夜
、
駒
町
内
%
削
締
結
悼
す
る

悶
円
以
前

κ生
ま
れ
た
人
〉
に
問
問
翁
、
お
よ
び
駅
間
市
内
mw
家~凝

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
ま
十
燃
に
勤
務
ず
る
索
。

ち
が
い
の
な
い
よ
う

κし
て
く
マ
郊
込
先
、
録
係
予
昨
時
数
育
委

だ

さ

い

。

員

会

。

農
地
被
買
収
者
国
庫
慎
券
担
保
貸
付

幾
地
抽
出
回
日
収
者
等
に
対
す
る
村
、
怒
係

給
付
金
の
支
給

κ関
す
る
法
律
農
地
復
買
収
者
間
出
席
挿
債
券

の
鐙
行
広
よ
り
、
級
制
問
十
一
滋
L
る
い
に
お
い
て
制
利
用
さ
れ
る

年
十
H
月
二
十
日
よ
h
俄
券
を
担
方
は
傍
受
市
申
込
努
綾
部
執
を
賂
込

僚
に
し
て
一
般
議
出
品
企
一
を
必
援
と

h
U
附
関
係
上
、
事
情
間
げ
町
議
品
組
曲
能
楽

ず
る
お
に
数
料
民
主
れ
ま
す
。
殺
に
出
申
込
緩
い
ま
す
。

出
叩
込
み
は
M
m
則
川
と
し
て
絡
役
務
抑
人
間
間
後
品
付
mw
闘
関
与
品
位
眠
滋
に
つ

〈
際
嚇
刑
制
御
)
明
、
受
付
け
出
印
刷
叩
併
縫
い
て
は
十
一
一
災
一
ト
ム
納
町
回
収
瞬
時
認
さ

や
添
付
し
て
、
以
命
保
側
闘
し
、
れ
る
予
ゆ
廷
で
す
が
み
ら
か
じ
め

隊
問
問
余
隊
公
綴
へ
が
柑
謝
さ
れ
る
初
滅
さ
れ
る
お
ば
次
に
よ
与
隙

ζ

と
に
は
っ
て
い
ま
す
回
山
財
閥
紛
い
ま
す

っ

附

肉

付

条

件

げ

て

災

以

羽

お

仰
木
町

κ仲
間
泌
を

h

付
す
る
後
議
後
回
開
制
惇
泌
を
受
け
て
い
る
設

被
凶
附
収
品
台
国
同
開
開
山
断
券
受
削
綱
#
税
対
λ
は
蹴
停
滞
院
を
受
け
て
い
な
い

と
す
る
。
が
保
持
殺
を
制
対
す
る
状
的
問
氏
附
出

品
別
、
資
金
の
加
問
途
る
お
そ
れ
の
あ
る
訓
告
及
び
後

事
業
資
金
に
限
る
。
甘
摺
災
山
乱
れ
に
よ
れ
〆
十
的
泡
の
彼
寄

付

、

貸

付

限

度

出

段

以

上

の

災

山

訟

を

う

け

た

者

十
万
円
を
密
度
と
す
る
(
用
問
実
上
領
内
相
は
年
六
分
複
利
割
前

僚
の
問
問
問
問
求
到
来
際
私
金
銭
前
引
に
よ
れ
ッ
、
図
同
国
制
制
面
全
部

に
割
合
を
梁
じ
て
借
げ
た
合
計
叉
は
蕊
私
を
見
上
げ
る
。

相
州
市
内
と
す
る
〉
と
の
揖
慨
に
銭
券
の
利
用
が
出

材

、

災

付

制

竹

本

家

る

よ

う

に

な

っ

た

の

で

す

が

線
六
分
〈
同
歩
一
岬
消
火
府
開
〉
交
幾
崎
地
問
問
削
収
者
世
帯
に
対
す
る
給

仙
例
、
総
滋
浴
脱
出
付
金
出
削
務
者
い
ま
だ
行
は
な
い

附
関
附
闘
の
的
制
緩
n
e
q
w地
淡
門
口
と
万
が
制
側
当
あ
、
ち
ま
す
、
耐
叩
物
同
期

す

る

開

問

け

か

紛

れ

る

と

給

付

金

を

紺

附

求

ず
る
相
模
泌
が
炎
わ
れ
ま
す
の
で

綴
綴
制
問
削
閉
山
同
級
制
相
関
十
一
一
年
一
ω

一

月
三
十
一
段
ま
明
、
〈
依
然
公
条

第
一
一
一
ぎ
と
絞
め
ら
れ
て
あ
り

ま
ず
か
ら
奴
'
ゑ
叫
富
山
叩
綴
事
れ

ま
す
よ
う
お
の
た
め
お
知
せ
い

た
し
ま
す
e

一
緑
川
十
六
絞

殺
係
予
満
開
叩
ム
ム
判
的
路
線
制
問
点
滅
捌
明
付
師

十
二
月
刊
一
十
日
ヰ
昨
日

時
燃
は
財
閥
れ
も
得
総
ふ
る
お
誇
よ

り
午
後
三
時
吋
ま
で
行
い
ま
す
の

で
業
き
が
慾
し
く
な
ち
ま
す
拍
闘

に
是
非
繊
複
数
下
き
い
。
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